
連絡先：自動車局　審査・リコール課　リコール監理室
TEL：03－5253－8111　内線42354
アドレス：http://www.mlit.go.jp

リコール届出一覧表

リコール届出日： 平成27年1月13日   

車名 型式 通称名
リコール対象

車の台数
備考

(1)農耕トラクタの前後進制御用電磁バルブにおいて、アウターケースの形状が不適切な
ため、トランスミッション内の微小異物がバルブ内部に入り、当該バルブが作動しなくなる
ことがある。そのため、走行が停止したり、前後進の切替を行った時に、切り替えた向きと
逆向きに動くおそれがある。
(2)農耕トラクタのエンジン制御用ワイヤハーネスにおいて、配線の取り回しが不適切なた
め、ボンネット開閉リンクと接触しているものがある。そのため、そのままの状態で使用を
続けると、当該ハーネスが損傷し、最悪の場合、エンジンが停止するおそれがある。

リコール対象車の車台番号
（シリアル番号）の範囲及び製作期間

(1)全車両、電磁バルブを対策品に交換する。
(2)全車両、ハーネスを点検し損傷の度合いに応じて修理又は新品に交換する。また、
ハーネスを固定するコードクランプ、及びボンネット開閉リンクに保護ゴムを追加する。

(1)　23件
(2)　  6件

市場からの情報による

　無し

KL3N-11073～KL3N-12201

平成27年1月14日3496

(1)動力伝達装置（電磁バルブ）
(2)電気装置（ワイヤハーネス）

リコール開始日

株式会社　クボタ
代表取締役　社長　木股昌俊

問い合わせ先：　機械品質保証ユニット
ＴＥＬ：072－241－1125

リコール届出番号

届出者の氏名又は名称

不具合の部位（部品名）

基準不適合状態にあると
認める構造、装置又は性
能の状況及びその原因

事故の有無

自動車使用者及び自動車
分解整備事業者に周知さ

せるための措置

発見の動機

・使用者：使用者を把握しているため、直接訪問して通知する。
・自動車分解整備事業者：全使用者を把握しているため周知の措置は取らない。
・改善実施済車には、製造者銘板近傍にNo.3496のステッカーを貼付する。

改善措置の内容

不具合件数

「KL31Z」 377 (1)

KL3N-11068～KL3N-12208
平成25年8月28日～平成26年9月11日

KL3K-15018～KL3K-15193
平成26年7月2日～平成26年9月11日

KL3K-13290～KL3K-15013
平成25年8月28日～平成26年7月1日

KL3N 11073～KL3N 12201
平成25年8月30日～平成26年9月8日

クボタ
EDM-KL3K

「KL31Z」

「KL34Z」
EDM-KL3N

「KL40Z」

「KL37Z」

EDM-KL3L 「KL48Z」

「KL44Z」

「T2200KLZ」

377

761

35

436

KL3K-15014～KL3K-15197
平成26年7月1日～平成26年9月11日

KL3K-10001～KL3K-15004
平成23年2月16日～平成26年6月26日

329

372

KL3K-12107～KL3K-13283
平成25年2月1日～平成25年8月27日

KL3K-13288～KL3K-15003
平成25年8月27日～平成26年6月30日

(1)

(1)

(1)

(1)　(2)

(2)

(1)　(2)

(1)

(2)

KL3K-15016～KL3K-15192
平成26年7月2日～平成26年9月11日

KL3K-10009～KL3K-14863
平成23年5月9日～平成26年4月29日

40

1,063 (2)

(1)　(2)

60

1,519

673

(1)

(1)　(2)

KL3K-10024～KL3K-14887
平成23年6月25日～平成26年5月15日

KL3K-13309～KL3K-14958
平成25年9月5日～平成26年6月10日

14

196

82

(1)

(2)

KL3K-13287～KL3K-15012
平成25年8月27日～平成26年7月1日

KL3K-15021～KL3K-15161
平成26年7月3日～平成26年9月4日

43

710

339

KL3L-10001～KL3L-11077
平成23年2月21日～平成26年5月15日

(1)

(2)

(1)　(2)

KL3L-11102～KL3L-11146
平成26年7月1日～平成26年9月11日

KL3L-10733～KL3L-11101
平成25年8月29日～平成26年6月26日



車名 型式 通称名
リコール対象

車の台数

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれている場合があります。

KDN-KL3M

「KL53Z」

「KL58Z」

(1)

(2)

(1)

(2)

(1)　(2)

リコール対象車の車台番号
（シリアル番号）の範囲及び製作期間

KL3M-14401～KL3M-14753
平成26年7月2日～平成26年9月12日

116

973

495

KL3M-10011～KL3M-14330
平成23年4月25日～平成26年6月5日

KL3M-12922～KL3M-14400
平成25年8月28日～平成26年7月1日

210

1,856

888

クボタ

（全４型式） （全９車種）
（製作期間の全体の範囲）

平成23年2月4日～平成26年9月12日
（計11,587台）

(1)　 1,656
(1) (2) 3,285
(2)　 6,646

(1)　(2)

KL3M-14404～KL3M-14756
平成26年7月2日～平成26年9月12日

KL3M-10001～KL3M-14275
平成23年2月4日～平成26年4月22日

KL3M-12924～KL3M-14399
平成25年8月28日～平成26年7月1日


